
令和４年１月１４日 

 

 

 

 

福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和４年第１週（令和４年１月３日～令和４年１月９日） 

 

 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 7  7  157  15,799  

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 1  1  22  2,038  

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1  1  12  646  

後天性免疫不全症候群 3  3  12  1,047  

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1  1  3  194  

侵襲性肺炎球菌感染症 1  1  17  1,388  

梅毒 3  3  69  7,873  
※新型コロナウイルス感染症の最新の発生状況等は別紙をご覧ください。 

 

■ 定点把握疾患報告数  

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

インフルエンザ 0 0.00 0.00 45 0.01 

ＲＳウイルス感染症 159 1.33 0.99 990 0.32 

咽頭結膜熱 39 0.33 0.98 582 0.19 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 118 0.98 1.13 1,147 0.37 

感染性胃腸炎 748 6.23 1.31 12,859 4.14 

水痘 24 0.20 1.41 296 0.10 

手足口病 27 0.23 0.90 1,440 0.46 

伝染性紅斑 0 0.00 - 22 0.01 

突発性発しん 51 0.43 1.42 568 0.18 

ヘルパンギーナ 2 0.02 - 311 0.10 

流行性耳下腺炎 7 0.06 7.00 50 0.02 

急性出血性結膜炎 0 0.00 - 1 0.00 

流行性角結膜炎 2 0.08 2.00 67 0.10 

細菌性髄膜炎 0 0.00 - 8 0.02 

無菌性髄膜炎 0 0.00 - 2 0.00 

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 - 2 0.00 

クラミジア肺炎 0 0.00 - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - 4 0.01 
 

■ コメント 

・今週は後天性免疫不全症候群(エイズ)の報告が 3件ありました。エイズはＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイ

ルス）に感染することで引き起こされる病気です。ＨＩＶ感染症の治療は進歩しており、感染しても、

早期発見と治療の早期開始・継続によりエイズの発症を防ぐことができ、ＨＩＶに感染していない人

と同等の生活を送ることが期待できるようになりました。ＨＩＶ／エイズに関する検査や治療、支援

などの知識については、県ホームページ（https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/hiv-2017.html）

をご覧ください。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感染症発

生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 
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○県内における新型コロナウイルス感染症の発生状況等について 

 

 
 

 
 

・福岡県では、下記のホームページにて随時、発生状況や感染予防策などの情報提供を行って

います。 

◇新型コロナウイルス感染症ポータルページ 
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/covid-19-portal.html 

 

 


